
平成２３年度 事業報告  

 

1.文化創造事業 

文化創造事業については、市民の運営を基本とするアトリエ設置条例に基づき、市民力

で感性豊かな文化芸術都市づくりを理念に事業活動を行ってきた。 

４月は東日本大震災の影響で、自主事業の中止や延期などがあり、先行き不安があった

が、その後平常に戻り事業計画に基づいた活動が実施できた。また、事業実施に当たって

は「プラン推進会議」で計画を共有し、スタッフが協調して積極的に事業を行った。 

多くの事業を通じ、アミーゴの各施設は、ステージと客席が近く、親近感、一体感があり、

愛着の持てるまちづくりにアミーゴ施設が大いに役立つことが実感できた。また、同時に文化

施設の存在意義は、事業参加者とのコミュニケーションを通して地域に支持されることが重要

であることも認識できた。本年度も多面的な事業が実施でき成果があったと感じる。 

 

[指定管理における文化創造事業] 

① 「ひとづくり」事業では、文化芸術に関心を持つ方、それを支えるスタッフなどを

積極的に育てていく企画を行っている。「アート倶楽部」では、アートに関する歴史

や鑑賞法などを学ぶという企画で、本年は「近代日本画」をテーマに実施した。そ

の他、将来のディレクター候補の発掘と育成、公演などに当たって案内や誘導、終

演後の撤収など運営に関わるスタッフの育成を行った。 

② 「魅力づくり」事業では、「のこぎり屋根の音楽会～ｱﾌﾀﾇｰﾝｺﾝｻｰﾄ～」で気軽な音楽

機会を提供し、「アミーゴライブ」「アミーゴ狂言会」「落語会」「源氏物語語り会」

など上質な文化芸術を鑑賞する機会を提供してきた。地域内の武蔵野音楽大学との

連携事業、地域産業である染織体験工房も継続して実施した。魅力あるアミーゴ、

入間をアピールすることができた。 

③ 「芽づくり」事業では、継続事業として「オペラ工房」、「ドラマ工房」などを実施

した。オペラ工房は、昨年モーツァルト「魔笛」をアミーゴと産業文化センターで

上演したが、その勢いを「ヴォイストレーニング」として市民オペラ合唱団の育成

に力を入れた。「ドラマ工房」は、４月公演予定が東日本大震災の影響で２月公演に

なってしまったが、盛況のうちに実施出来た。将来の文化の担い手である子ども対

象の事業として、「わくわく体験クラブ アミーゴキッズ」や「遊び場アートスタジ

オ」を実施した。 

④ 「まちづくり」事業では、文化芸術を通した地域との関係づくりを重視して「夏フ

ェスタ」「秋まつり」を開催した。特に、「秋まつり」では、地域の中のアミーゴをア

ピールし、文化芸術を通した地域との関係づくりを重視して実施した。多くの方の来場

があり成果があった。 

 その他、法人独自事業であるが、アウトリーチ事業として「狂言・三味線の学校

訪問」「公民館落語会」などを行った。本年は、例年より多くの要望があり、今まで

アミーゴで培った事業ノウハウを他施設に提供することができた。 



 [法人独自の文化創造事業] 

指定管理業務としての文化創造事業のほか、多くの NPO 法人独自の事業を行った。

４月に急遽、東日本大震災被災地支援チャリティーコンサートを実施し、義援金を

送った。 

日本たばこ産業㈱、子どもゆめ基金の助成を得て実施した「子ども対象事業」（ア

ミーゴキッズ、ハロウィン表現遊び）、（財）地域創造及び埼玉県と実施した邦楽地

域活性化事業、学校・公民館などへの狂言、箏、落語、演劇のアウトリーチ事業な

どを開催した。また、西武地区の敬老会をアミーゴで開催し、アトラクションで落

語家を呼ぶなどの連携をした。小中学校生徒がアミーゴに来て地域の歴史を劇団ア

ミーゴの演劇を交え学んだ。アミーゴらしい手法で行うことができ好評であった。 

 

2.文化創造アトリエ施設管理事業（指定管理事業） 

① 大震災での施設への影響はほとんどなかったが、改めて施設の再点検を行った。 

② 計画停電により施設の利用が制限されたため、非常時対応で利用者の利便を図った。 

③ 来館者、利用者の安心安全の確保とアメニティー空間を確保するため、施設の修繕、

備品の補充に努めた。また、館庭美化のため、ｶﾞｰﾃﾞﾝﾎﾞﾗﾝﾃｨｱによる活動を行った。 

④ 市民ﾆｰｽﾞに対応した窓口ｻｰﾋﾞｽを心がけ、利用率の向上に努めた。 

  

   ※施設の利用状況や修繕の内容は別項にて報告する。 

 

3.各種会議などの開催報告 

   ※別紙にて報告。 

 

4.その他活動報告 

 ①会員交流会の開催 

２回の交流会を実施した。 

・5/24（火）総会終了後に開催。事業のプレゼンテーションを行った。 

・12/14（水）ミニコンサートの鑑賞と共に交流会を行った。 

② 広報紙「赤いのこぎり屋根」を年４回発行した。 

③ 横浜開港資料館などスタッフ研修会を実施した。（2011／9／6） 

④ 希望する団体などに施設及び運営の説明や懇談を行った。（別紙報告） 

⑤ 貸館利用者にアンケート調査を実施した。（別紙参照） 

⑥ 貸館利用者懇談会を実施した。 

 

 


